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論文題目 
Comparison of left ventricular outflow geometry and aortic valve area in patients with aortic stenosis 












 申請者らは、2 次元経胸壁心エコーで大動脈弁口面積が 2 cm2 未満の大動脈弁狭窄症患者 49
例を対象とし、2次元経胸壁・経食道心エコーに加え3次元経食道心エコーを施行し、大動脈弁口
面積測定における有用性を評価した。 
 解析可能であった 40 例において、左室流出路前後径は 3 法とも 2.0-2.3 cm（25-75 パ－センタイ
ル値、以下同様）で良く一致した。一方 3 次元評価による内外側径は 2.4-3.0 cm であり、左室流出
路面積は、2 次元経胸壁心エコーで 3.1-4.1 cm2、2 次元経食道心エコーで 3.1-4.0 cm2 に対し、3
次元経食道心エコーでは 3.9-5.3 cm2 と有意に大きかった。この結果、算出された大動脈弁口面積
も、2 次元経胸壁心エコーで 0.64-0.94 cm2、2 次元経食道心エコーで 0.62-0.95 cm2 に対し、3 次
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